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論　文　内　容　要　旨
顎口腔系は構成する筋数が運動自由度を上回り,力学的に著しく冗長である｡系の力源は阻噂筋,表情筋,
舌骨上･下筋など多数あり,阻噂筋の機能的不均質性を考慮に入れれば,独立に制御可能な筋の総数は20を上
回る｡これに対し,下顎運動の自由度は僅かに4ないし6に過ぎない｡制御上の自由度が運動の自由度を上回
るという事実は,同一動作を行う際,選択されうる筋活動パタンが無数に存在することを意味している0 -万,
タスクを遂行する際,選択されうる多数の筋活動パタンから,どのような仕組みで特定のパタンを選択してい
るのか,その運動制御についての詳細はいまだ明らかではない｡そこで本研究では,条件を限定した噛みしめ
動作を主成分分析法にて解析することにより,顎筋の活動様式ならびに機能的意義について解明しようと試み
た｡正常有歯顎成人男性7名より,唆合力の作用部位と方向を規定した等尺性噛みしめ動作時の,両側唆筋,
側頭筋前部,顎二腹筋前腹を中心とする舌骨上筋群の計6部位の筋活動量を記録し,その変動を主成分分析法
により解析した｡その結果, 7名の筋活動の変動は,寄与率8%以上の1-4個の主成分で表現された｡第1
主成分の寄与率は56.0-89.4%,累横寄与率は89.4-95.6%であったo　また,抽出された主成分の国子負荷量
を求め,国子負荷量の絶対値に基づいて当該の主成分の変動に強く関与する筋の組み合わせを検討した｡さら
に,これら主成分と発揮される唆合力の関係を,主成分得点と唆合力の相関分析により被験者ごとに検討した｡
その結果,第1主成分はその得点と唆合力の大きさの相関が強く,またすべての筋について国子負荷量の絶対
値が大きいことから,唆合力の増減に際して,すべての顎筋の活動量を増減する調節に関与するものであるこ
とが示唆された｡一方,第2主成分は得点と唆合力の相関が低く,また開口筋と一部の閉口筋の因子負荷量の
絶対値が符号を違えて大きいことから,唆合力の増減とは無関係に開口筋と一部の閉口筋の活動量を相反的に
増減する制御に関与することが示唆された｡こうした筋活動の変化は下顎の回転姿勢に変化を与えるものであ
ることから,唆合力発揮時の下顎の姿勢制御がその目的ではなかろうかと推察された｡さらに,これら2主成
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分の特徴は,すべての被験者に共通して観察された｡以上より,噛みしめ時の顎筋活動は,唆合力の発揮のみ
ならず,下顎の姿勢制御など,複数の目的を帯びた制御がなされている可能性が示唆された｡
審　査　結　果　要　旨
顎口腔系は,系に許された運動の自由度に対し,駆動系の自由度が大きいのが特徴である｡制御上の自由度
が運動の自由度を上回っているという事実は同一動作を行う際,選択されうる筋活動パタンが無数に存在する
ことを意味している｡しかし顎口腔系がその冗長な駆動系をどう制御し,大きすぎる自由度のもたらす制御上
の困難を克服しているかについての知見は乏しい｡
関連する研究として,阻噂における阻噂筋活動量の変動を主成分分析法にて解析し,阻噂動作の制御国子が
少数であるとした報告があるが,因子数を見出したのみで,個々の国子の具体的なはたらきを解釈するには至
ってはいない｡これに対し,本論文では,条件を限定した噛みしめ動作を被験動作に選び,その際の顎筋の協
調活動パタンの変動を主成分分析法により独立した国子(主成分)に分解し,筋活動パタンの変動に関わる因
子数さらには個々の国子の機能的意義について検討している｡
主成分は,スクリープロット法により,個々の被験者で1-4個抽出され　これら主成分により筋活動の変
動全体の89.4-95.6%の変動が説明された｡このうち第1主成分により,筋活動パタンの56-89%までが決定
され　また国子負荷量ならびに嘆合力と主成分得点の相関分析から,この主成分が唆合力の増減に際して,す
べての顎筋の活動量を増減する調節に関与するものであると推察された｡しかしこの知見を翻せば,条件を規
定した喫合力を発揮する際の筋活動パタンは,ほぼ相似であるとしても, ll-44%もの変動を示すことを意味
している｡この変動が単にランダムなものであるか,あるいは何らかの機能的意義を具えたものであるのかを
明らかにすることは顎口腔の運動制御を考える上で,重要な課題であると思われる｡第2主成分はこのばらつ
きが規則性を持つことを示唆する結果であった｡この主成分は,得点と唆合力の相関が低く,また開口筋と一
部の閉口筋の国子負荷量の絶対値が符号を違えて大きいことから,瞭合力の増減とは無関係に開口筋と一部の
閉口筋の活動量を相反的に増減する制御に関わっていると推察される｡こうした筋活動の変化は下顎の回転姿
勢に変化を与えるものであり,この変動が被験者間で共通性を有することを考慮に加えると,著者の唆合力発
揮時の下顎の姿勢制御がその日的であるとした考察は妥当であると判断される｡
以上の知見は,単純で静的な噛みしめ動作ですら,唆合力の発揮以外に,下顎の姿勢制御など複数の目的を
帯びた制御がなされていることを示すものであり,顎口腔系の筋活動が複数のメカニズムのもとに制御されて
いる可能性をも示唆するものとして注目に値する｡
よって,本論文は博士(歯学)の学位授与に相応しいものと判断する｡
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